
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏
、
関
西
支
部
・
東
て
つ
じ

氏
の
２
名
選
出
、
大
会
書
記

長
は
、
佐
藤
仁
志
（
執
行
委

員
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
は
、
執
行

部
を
代
表
し
て
、
前
村
和
弘

執
行
委
員
長
。
前
村
委
員
長

は
、「
岸
田
内
閣
は
、
昨
年
１２

月
１６
日
に
安
保
関
連
３
文

書
を
閣
議
決
定
し
た
。
３
文

書
の
う
ち
【
国
家
安
全
保
障

戦
略
】
で
は
、【
敵
基
地
工
芸
】

い
わ
ゆ
る
反
撃
能
力
を
明
記

し
、
今
後
５
年
間
で
４３
兆
円

の
軍
事
費
を
捻
出
す
る
と
し

て
い
る
。
政
府
の
意
向
だ
け

で
変
え
て
し
ま
う
こ
と
に
断

固
反
対
し
、
撤
回
を
求
め
る

る
権
利
侵
害
「
不
当
配
転
裁
判
」

「
未
払
い
賃
金
裁
判
」
の
た
た

か
い
、
大
阪
府
労
働
委
員
会
・

斡
旋
で
過
去
２
年
半
遡
っ
て
獲

得
し
た
一
時
金
の
た
た
か
い
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
早

瀬
委
員
長
は
、「
過
去
一
時
金
が

斡
旋
で
解
決
出
来
た
の
は
、
建

交
労
に
加
入
し
て
か
ら
の
事
で

あ
り
、
感
謝
し
て
い
る
。
建
交

労
に
加
入
し
て
良
か
っ
た
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

関
西
合
同
支
部
・
太
田
委
員
か

運
動
を
展
開
し
よ
う
。」
と
述

べ
た
う
え
で
「
２３
春
闘
は
、

物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ

を
実
現
す
る
に
は
、
大
企
業

が
溜
め
込
ん
で
い
る
内
部
留

保
の
一
部
を
賃
上
げ
や
雇
用

の
安
定
な
ど
社
会
的
に
還
元

す
る
こ
と
が
地
域
経
済
活
性

化
に
繋
が
る
。
正
念
場
と
な

る
２３
春
闘
で
大
幅
賃
上
げ

を
勝
ち
取
ろ
う
！
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
荻

田
書
記
長
か
ら
「
一
般
経
過

報
告
・
春
闘
方
針
案
・
大
阪

府
本
部
統
一
要
求
基
準
」
が

提
案
。
前
村
財
政
担
当
か
ら

２
号
議
案
「
一
般
会
計
中
間

決
算
報
告
」、
第
３
号
議
案

「
補
正
予
算
」、
橋
本
執
行
委

員
か
ら
第
４
号
議
案
「
大
阪

府
本
部
第
２５
回
定
期
大
会

代
議
員
選
出
基
準
」
が
提
案

さ
れ
、
休
憩
後
に
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
討
論
で
は
、
兵

庫
合
同
支
部
・
早
瀬
委
員
長

か
ら
大
阪
食
肉
市
場
に
お
け

 

建
交
労
大
阪
府
本
部
第
２７

回
委
員
会
は
、
２
月
１２
日
（
日
）

１３
時
開
会
、
国
労
大
阪
会
館
大

会
議
室
に
於
い
て
開
催
。
議
長

に
は
、
此
花
支
部
・
山
本
和
義
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ら
は
、
大
陽
液
送
分
会
太
田

貨
物
班
の
「
偽
装
請
負
裁
判
」

の
た
た
か
い
と
裁
判
で
の
傍

聴
支
援
の
訴
え
が
あ
り
ま
し

た
。
討
論
の
ま
と
め
で
荻
田

書
記
長
は
、「
兵
庫
合
同
支
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員
は
非
常
に
頑
張
っ
て
た
た

か
っ
て
い
る
。
一
時
金
を
斡
旋

で
解
決
出
来
た
の
は
画
期
的

で
あ
る
。
本
来
、
法
律
か
ら
見

て
も
過
去
２
年
分
し
か
請
求

出
来
な
い
。
２
年
半
遡
っ
て
獲

得
出
来
た
の
は
大
き
な
成
果

で
あ
る
。
関
西
合
同
支
部
・
太

田
貨
物
の
た
た
か
い
は
、
非
常

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
裁
判
で

も
経
営
側
の
有
利
と
な
る
判

決
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
裁

判
と
運
動
を
展
開
し
、
大
阪
高

裁
で
逆
転
勝
利
判
決
を
勝
ち

取
る
た
め
、
各
支
部
か
ら
の
支

援
も
お
願
い
し
ま
す
。」
と
述

べ
ま
し
た
。 

 

討
論
終
了
後
は
、
１
号
・
３

号
議
案
ま
で
満
場
一
致
、
２

号
・
４
号
議
案
、
春
闘
宣
言

案
・
特
別
決
議
案
（
統
一
地
方

選
挙
・
大
阪
府
知
事
選
挙
）
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
拍
手
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
団
結
が
ん
ば
ろ

う
！
で
締
め
く
く
り
閉
会
し

ま
し
た
。 

 

部
・
大
阪
食
肉
組
合
員
の
た

た
か
い
は
、
労
働
組
合
つ
ぶ

し
の
人
物
が
社
長
に
代
わ
っ

て
か
ら
、
当
初
３
５
名
い
た

組
合
員
が
１
５
名
に
ま
で
減

少
し
た
が
残
っ
て
い
る
組
合



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で
の
１
時
間
、
JR
天
王
寺
駅

東
口
で
組
織
拡
大
宣
伝
行
動

 

大
阪
府
本
部
は
、
２
月
２５
日

（
土
）
午
前
１０
時
か
ら
１１
時
ま

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
全
体
で
９
名
、
関
西

支
部
３
名
、
大
阪
合
同
支
部

３
名
、
此
花
支
部
１
名
、
大

阪
府
本
部
役
員
２
名
が
参

加
。
弁
士
は
、
前
村
委
員
長
、

荻
田
書
記
長
が
マ
イ
ク
を
握

り
、
前
村
委
員
長
は
「
２３
春

闘
が
始
ま
り
、
２
月
１５
日
に

全
国
の
建
交
労
の
職
場
か
ら

要
求
書
を
一
斉
に
提
出
し

た
。
２３
春
闘
は
、
物
価
高
騰

を
上
回
る
賃
上
げ
の
獲
得
。

２
０
年
間
日
本
の
労
働
者
の

実
質
賃
金
が
上
が
っ
て
い
な

い
、
こ
の
状
況
を
変
え
る
に

は
今
年
の
春
闘
交
渉
は
、
ま

さ
に
天
王
山
の
た
た
か
い
で

あ
る
。」
と
述
べ
「
み
な
さ
ん

の
一
緒
に
賃
上
げ
出
来
る
社

会
を
実
現
し
よ
う
。
そ
の
為

に
は
、
１
人
で
も
多
く
の
仲

間
の
み
な
さ
ん
が
労
働
組
合

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
大

き
く
声
を
上
げ
政
治
を
変
え

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
労

働
組
合
へ
の
加
入
ビ
ラ
は
約

２
０
０
枚
配
布
し
ま
し
た
。 
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力
と
役
割
を
発
揮
す
る
時
で
あ

り
、
試
さ
れ
る
春
闘
に
な
り
ま

す
。
大
阪
府
本
部
傘
下
の
各
職

場
は
、
２３
春
闘
で
大
幅
な
賃
上

げ
の
実
現
を
め
ざ
し
全
力
で
た

た
か
う
こ
と
を
全
組
合
員
に
呼

び
か
け
ま
す
。 

ま
す
。
大
阪
合
同
支
部
で

は
、
団
体
交
渉
が
配
置
さ
れ

る
前
に
、
経
営
側
か
ら
昨
年

実
績
の
５
倍
と
な
る
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
労

働
者
の
実
質
賃
金
が
下
が

り
続
け
、
労
働
者
の
生
活
は

苦
し
く
な
る
い
っ
ぽ
う
で

す
。
い
ま
こ
そ
労
働
組
合
の

交
渉
が
始
ま
り
ま
す
。
回
答

指
定
日
は
第
１
次
が
３
月

２
日
（
木
）
か
ら
第
４
次
回

答
指
定
日
３
月
２９
日
（
水
）

ま
で
交
渉
が
続
け
ら
れ
ま

す
。
２３
春
闘
は
、
物
価
高

騰
を
上
回
る
賃
上
げ
獲
得

が
出
来
る
の
か
、
ま
さ
に
天

王
山
の
た
た
か
い
と
な
り

準
も
し
く
は
、
大
阪
ト
ラ
ッ

ク
部
会
統
一
要
求
基
準
に
基

づ
き
、
い
っ
せ
い
に
提
出
し

ま
し
た
。 

要
求
提
出
率
は
、

４６
、
７
％
今
後
は
、
要
求
書

に
基
づ
き
会
社
側
と
の
団
体

 

建
交
労
中
央
本
部
が
提
起

し
て
い
る
２
０
２
３
年
春

闘
要
求
書
の
要
求
提
出
日
、

２
月
１５
日
（
水
）
に
大
阪
府

本
部
傘
下
の
各
職
場
か
ら

大
阪
府
本
部
統
一
要
求
基
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